
１．問題と目的

　近年，社会環境の急激な変化に伴い，子どもの遊びの
様相が変わってきてメディアやゲームに取り組む機会や
従事する時間が増えてきた（Yipら，2015）。そのため，
外で身体を動かして遊ぶ経験が少なくなっている（Tan-
nock，2014）。日本においても，身体活動時間の減少や
体力・運動能力の低下が報告されている（スポーツ庁，
2019）。これは学童期以降だけの課題ではなく，幼児の
運動能力も低下傾向がみられることが明らかとなった
（杉原ら，2004）。このような現状に対して幼児期運動
指針（文部科学省，2012）が策定され，「様々な遊びを
中心に，毎日，合計60分以上，楽しく体を動かす」こと
が推奨されている。
　WHO（世界保健機関：World Health Organization）
は2019年に，５歳未満の身体活動，スクリーンタイムや
睡眠時間を含めた行動ガイドラインを策定した。就学前
の幼児だけでなく，１・２歳の子どもについて，一日に
少なくとも180分の身体活動をするべきであるとしてい
る。乳幼児期から，睡眠時間と体を動かす遊びの時間を
確保することが，成長後の小児肥満や病気予防，さらに
身体的・精神的な健康やウェルビーングの向上に寄与す
ると述べている。

　一方，２歳児の基本的動きの経年変化を母子遊び場面
で検討した研究の結果からは，しゃがむ，かがむ，また
ぐなど不安定な姿勢の種類の動きが以前に比べて少なく
なった（坂上・金丸，2017）。また石沢ら（2018）は，
保育所２歳児クラスに在籍する子どもの身体活動量を調
査した結果，子どもの活動量に男女による違いがみられ，
性差が出現している可能性を示唆している。これらの研
究結果から，３歳未満である幼児初期の子どもについて
も多様な動きや身体活動量を確保するための工夫が必要
だと考えられる。しかし幼児初期の子どもは，身体活動
ができる環境を自ら構成したり，体を動かす場面を選択
して遊んだりすることができないため，保育者による援
助が欠かせない。
　また秋田ら（2019）は，「乳児期において，身体を動
かす環境が乳児の発達と密接に結びついている」と述べ
ている。園庭環境と子どもの活動に関する先行研究によ
ると園庭の有無により，子どもの歩行の機会や歩数に影
響を及ぼし（長谷川・定行，2020），園庭の広さなど物
理的な環境が活発な子どもに対してより有効に機能した
ことが報告されている（野中ら，2017）。
　屋内環境についても，保育室を動的活動と静的活動の
場所に分けると，静的活動に落ち着いて取り組むように
なり，動的活動・静的活動共に活動の種類が多様になっ
た（汐見ら，2017）。また庄司ら（2019）は，室内外の
遊具を用いて全身を使うダイナミックな遊びの中で子ど
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もが経験した動きの要素が経験した時点で出現するだけ
でなく，その後の遊び活動においても様々な形で展開さ
れたことを明らかにした。このように，保育における物
理的な環境は子どもの身体活動の量や動きの種類に影響
を及ぼしていた。
　保育環境は，物理的環境だけでなく，保育者や仲間な
どの人的環境がある。松嵜（2019）によると，園での保
育内容は幼児の動きの種類の獲得と関連しており，保育
活動を決定する保育者の身体活動に対する意識が子ども
の経験に影響を及ぼしていることが示唆された。横山ら
（2012）や長江・伊藤（2018）は，保育者が保育環境を
工夫した介入を行うことによって，子どもの主体性が発
揮され，遊びの内容が変化したことから，人的環境が子
どもの身体活動に関連することが明らかにした。
　保育環境の質を測るスケールは，MOVERS（Archer 
Carol & Siraj Iram, 2017），ITERS（Harms Telma et 
al., 2017），SICS（Laevers Free, 2003）など欧米で作成
されたスケールがある。また日本では「保育の質評定尺
度：観察評定，環境尺度」（秋田，2016）が作成されて
いる。松嵜ら（2021）は，国内外の保育環境に関する評
価スケールを分析したところ，空間や物などの物的環境，
子どもや保育者などの人的環境などの保育環境を直接構
成する指標が多い傾向がみられたことを報告している。
　特に３歳未満の幼児は，運動発達やスキルの違いが大
きいため，集団での活動よりも個別に活動に取り組むこ
とが中心であり，一人一人の子どもの興味関心や保育者
と関わりに関する指標が多かった。それに対して，３歳
以上児を対象とした身体活動の評価スケールでは，保護
者や専門家などの外部の人的環境や他領域とのつながり
を意識した指標が含まれていた。教育委員会や指導者な
どの専門家と連携し知見に基づいた専門的な指導を受け
ることによって子どもの運動能力が向上したり（鈴木，
2017），保護者等と一緒に身体活動に組織的に取り組む
ことによって，子どもも積極的に取り組むようになった

りするなど（山下・鳥居，2016），園のスタッフではな
い外部の人の関与の影響を指摘する報告もある。そのた
め，第三者と連携する項目も保育環境として考慮するこ
とが望ましいと考えられる。
　これらの視点を踏まえて，３歳未満児の身体活動を評
価することができる保育環境尺度を作成することが，身
体活動を促進して乳幼児の健やかな発達につながる保育
環境を構成する上で不可欠であると考えられる。しかし
ながら３歳未満児を対象とした保育環境の評価スケール
のうち，身体活動に特化したものは国内ではまだ作成さ
れていない。
　そこで本研究では，３歳未満である幼児初期の子ども
を対象とした「身体活動に関わる保育環境尺度」の試行
版を作成・実施し，身体活動に関わる保育環境の構成要
因を検討することを目的とした。

２．方　　法

⑴　調査対象者
　幼児教育研修に参加した保育者68名を対象に，研修会
場でアンケート調査「身体活動に関わる保育環境尺度（試
行版）」を実施した。各項目について，対象者の担当クラ
スに関わらず「３歳未満児クラスの状況」について回答
してもらった。56名から協力が得られ，そのうち，回答に
不備があった１名を除外し，55名を分析対象とした（表１）。
　分析対象者が所属する施設種別は，保育所が39名，認
定こども園は12名，家庭的保育事業施設が１名，認可外
保育施設が３名，無回答２名であった。現在，担当して
いる年齢クラスは，３歳未満児クラス20名（乳児２名，
１歳児６名，２歳児９名，３歳未満合同３名），３歳以
上児クラスは22名（３歳児８名，４歳児９名，５歳児５
名），フリーや主任等その他は13名だった。また，保育
経験年数は２～４年11名，５～９年25名，10年以上19名
だった（表２）。

表１　対象者の種別・担当クラスの人数（名）
担当クラス

（％）
施設種別 合計保育所 認定こども園 家庭的保育事業施設 認可外保育施設

３歳未満児クラス 15
（75.0）

  2
（10.0）

1
（5.0）

2
（10.0）

20
（100.0）

３歳以上児クラス 15
（68.2）

  7
（31.8）

0
（0.0）

0
（  0.0）

22
（100.0）

その他   9
（69.2）

  3
（23.1）

0
（0.0）

1
（  7.7）

13
（100.0）

合計 39
（70.9）

12
（21.8）

1
（1.8）

3
（  5.5）

55
（100.0）

表２　担当クラスの保育経験年数の人数（名）

担当クラス 保育経験年数 合計２～４年 ５～９年 10年以上

３歳未満児   3 13   4 20
３歳以上児   6   7   9 22

その他   2   5   6 13

合計 11 25 19 55
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⑵　調査時期
　2020年12月

⑶　調査項目と質問紙の構成
　MOVERS，ITERS，SICS等を参考にして，乳幼児の「身
体活動に関わる保育環境尺度（試行版）」を作成した（表３）。
　調査項目は，「物的環境」「人的環境（内部）」「人的環
境（外部）」「計画・記録・評価」の４つのカテゴリ，合
計36項目である。
　「物的環境」は，「乳幼児のために，有効に保育室や廊
下などの園舎の空間が活用されている」「戸外に乳幼児
が占有して粗大運動遊びができる場がある」など，保育
室だけでなく廊下等も含めた屋内や戸外における，遊具，
材料，教材などに関する13項目で構成した。
　「人的環境（内部）」は，「乳幼児は，遊具や材料，活
動（遊び）を自分で選び，主体的に取り組んでいる」「保
育者が，手本を示すなど乳幼児が新しい動きを獲得した
り，むずかしい遊びに挑戦したりするように助ける」な
ど，保育者の援助や支援，励ましなどの子どもとのやり
取りに関する10項目であった。
　「人的環境（外部）」は，「保育者は，乳幼児の体を動
かすことのプ口グラムを評価する際に，保護者の考えを
定期的に求めている」「保育者は，乳幼児の発達の遅れ
が認められた場合，必要に応じて専門家の支援を得て，
評価し計画を立てている」など，保育に日常的に関わっ
ているわけではない保護者や専門家に関する７項目で構
成した。「記録・計画・評価」は，「保育者は，乳幼児の
微細運動・粗大運動スキルの発達を写真，ビデオ，オ一
ディオ，観察ノ一ト等によって記録し，その成長を観察
している」「保育者は，観察した乳幼児の身体の発達を
評価して，力リキュラムの枠組みや発達の指標と関連づ
ける」など，保育の計画や振り返り，評価に関する６項
目で構成した。各項目について「大変あてはまる」「あ
てはまる」「あまりあてはまらない」「まったくあてはま
らない」の４つの中で乳幼児（３歳未満児）クラスに最

もあてはまるものを選択するように求めた。また，答え
づらい項目や分かりづらい項目があるかについても，記
載するように求めた。

⑷　倫理的配慮
　千葉大学教育学部生命倫理委員会の承認を受けて実施
した（受付番号：131）。アンケート調査は，園名や氏名
などの項目はなく，個人が特定されないように作成した。
データは，厳重に管理した上で保存すること，研究成果
を発表する際には個人や園が特定されるような情報は公
開しないこと，研究参加は任意であること等を説明の上
で調査用紙を配布し，回答を求めた。アンケートの最初
に調査協力の可否項目を設定し，応諾を得た。

⑸　分析方法
　IBM SPSS Statistics Version 27を用い，尺度の項目
について因子分析を行った。

３．結果と考察

⑴�　乳幼児の「身体活動に関わる保育環境尺度（試行版）」
の構成要素

　調査項目の36項目に対して，プロマックス回転・最尤
法による因子分析を行い，固有値と解釈可能性を考慮し
て３因子を抽出した。どの因子においても因子負荷量が
0.35未満を示した６項目を削除して再度因子分析を行い，
最終的に30項目を採用した。最終的な因子パターン及び
因子間相関を表４に示す。尺度内の内的整合性を検討す
るため，因子毎にCronbachのα係数を求めたところ，第
１因子が.91，第２因子が.91，第３因子が.83であり，い
ずれの因子も内的一貫性が示された。
　第１因子は「専門家の支援を得た発達についての評価・
計画」「身体活動と健康に関する保護者との情報共有」「興
味・関心に応じた内容や設定の構成・再構成」をはじめ
とした12項目で構成された。この因子は保護者との情報

表３　「身体活動に関わる保育環境尺度（試行版）」のカテゴリ（項目数）と項目例

カテゴリ㊱ 詳細 項　　目　　例

物的環境
⒀

屋内⑸ 乳幼児のために，有効に保育室や廊下などの園舎の空間が活用されている
戸外⑶ 戸外に乳幼児が占有して粗大運動遊びができる場がある

物⑸
乳幼児にとって適切な設備や遊具（固定，移動），教材を自由に十分に使って活発に遊
べる

人的環境（内部）
⑽

子ども⑵ 乳幼児は，遊具や材料，活動（遊び）を自分で選び，主体的に取り組んでいる

保育者⑻
保育者が，手本を示すなど乳幼児が新しい動きを獲得したり，むずかしい遊びに挑戦し
たりするように助ける

人的環境（外部）
⑺

保護者⑷
保育者は，乳幼児の体を動かすことのプ口グラムを評価する際に，保護者の考えを定期
的に求めている

専門家⑶
保育者は，乳幼児の発達の遅れが認められた場合，必要に応じて専門家の支援を得て，
評価し計画を立てている

記録・計画・評価
⑹

記録⑵
保育者は，乳幼児の微細運動・粗大運動スキルの発達を写真，ビデオ，オ一ディオ，観
察ノ一ト等によって記録し，その成長を観察している

計画・評価⑷
保育者は，観察した乳幼児の身体の発達を評価して，力リキュラムの枠組みや発達の指
標と関連づける
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共有や専門家の助言，記録・評価に関する項目が高い負
荷量を示したことから，「外部の関与と計画評価」と名
付けた。
　第２因子は「遊びを肯定的にとらえた保育者のやりと
り」「活発に身体を動かす適切な遊びの主導」「安全確保
の見守り」等の９項目から構成された。園生活や遊びに
対する保育者の関わりに関する項目が高い負荷量を示し
たことから，「保育者の関わりと子どもの状況」と命名
した。
　第３因子は「戸外に出易い空間」「遊具や材料，遊び
の選択と主体的な取り組み」「道具や遊具を体系化した
構成【屋内・戸外】」等の９項目から構成された。本因
子は遊具や教材，空間，機会に関する項目が高い負荷量
を示したことから，「物的環境と空間・機会」と命名した。
　第２因子の中の９項目は，「人的環境（内部）」を評価
するために作成した項目，第３因子９項目は「物的環境」
を評価するために作成した項目であり，項目を検討した
際に想定したカテゴリとほぼ同様であった。一方，第１
因子の項目は，「人的環境（外部）」と「記録・計画・評
価」の両方の項目から構成されていたことから，これら
は同じ項目群だととらえられる。幼児初期の身体活動に
関わる保育環境は，これら３つの因子から構成されてい
ることが見出された。

⑵　各因子の下位尺度得点の傾向
　各因子の下位尺度平均得点は，第１因子が2.62，第２
因子が3.18，第３因子が2.74であり，第２因子の「保育
者の関わりと子どもの状況」の各尺度得点が他の因子の
得点よりも高いことが見出された。
　次に３因子の因子間相関を検討した（表４）。第１因
子「外部の関与と計画評価」と第２因子「保育者の関わ
りと子どもの状況」が.579となり，正の相関があった。
また，第１因子「外部の関与と計画評価」と第３因子「物
的環境と空間・機会」が.438であり，正の相関があった。
第２因子「保育者の関わりと子どもの状況」と第３因子
「物的環境と空間・機会」は.394であり，弱い正の相関
があった。
　この結果から，物的環境から身体にかかわる保育環境
の構成要素は，それぞれが独立して成り立つものではな
く，３つの因子が関係しあって成り立っていることが見
出された。
　さらに各項目を詳細に検討したところ，第１因子の項
目「専門家の支援を得た発達についての評価・計画」は，
第２因子と.603の相関がみられ，保育者と子どもとの関
わりに影響を与えていた。また第１因子の項目「専門家
を含む全ての人の評価，計画のプ口セス関与」は，第２
因子とは.480の正の相関，第３因子とは.279の弱い相関
があった。
　大豆生田ら（2009）や秋田ら（2007）の研究では，高
い質の保育実践を目指すために計画や振り返り，また専
門家等の第三者を交えた体制を作り，研修することが必
要であると述べられている。本研究の結果から，幼児の
身体活動場面においても，計画的組織的な取り組みと物
的環境・人的環境とが深く関わっており，幼児の身体活
動の環境に意識して取り組むことが必要であることが見

出された。

⑶�　身体活動に関わる保育環境と保育経験年数・担当年
齢クラスとの関連

　保育経験年数，担当年齢クラスと保育環境の３因子の
関連を検討した。身体活動に関わる保育環境３因子を独
立変数に，担当年齢クラス・経験年数群を従属変数にし
てそれぞれ重回帰分析を行った。その結果，保育経験年
数，担当年齢クラスの両方共に，身体活動に関わる保育
環境に対して有意な寄与はみられなかった。
　経験年数との関連については，「プログラム評価のた
めに保護者の考えを定期的に求める」の項目のみ，経験
年数による有意な差が出現した（F（2,52）＝2.52，ｐ＜.01）
（図１）。経験年数２～４年の保育者は，「あてはまる」
４（40.0％）であり，「あまりあてはまらない」６（60.0％），
「全くあてはまらない」０（0.0％）であり，保護者の
考えを全く求めないと回答した保育者はおらず，意見を
求めるとの回答が４割だった。それに対して経験年数５
～９年の保育者は，「あてはまる」３（12.5％），「あま
りあてはまらない」12（50.0％），「全くあてはまらない」
９（0.0％）であり，保護者の考えを求めると答えた保
育者は，２～４年の保育者よりも少なかった。経験年数
10年以上の保育者では，「あてはまる」６（35.8％），「あ
まりあてはまらない」９（47.4％），「全くあてはまらない」
４（21.1％）と，「保護者の考えを求める」と答えた割
合は２～４年の保育者よりも少なく，５～９年よりも多
かった。
　経験年数によって保護者との関係性が異なる可能性が
示唆されるが，経験年数と保護者に考えを求めると答え
た割合が単に増加や減少しているわけではなかった。保
護者に求める内容やその目的は，保育者によって異なる
可能性もある。
　また本調査では調査対象人数が少なかったため，経験
年数が要因ではなく個人の考え方がより強く反映されて
いる可能性を否定できない。さらに人数を増やしてさら
に検討する必要がある。

４．まとめと今後の課題

　本研究では，３歳未満である幼児期初期の子どもの「身
体活動に関わる保育環境尺度（試行版）」を「物的環境」
「人的環境（内部）」「人的環境（外部）」「記録・計画・
評価」の４つのカテゴリを軸に作成し，保育者を対象に
試行した。その結果，ほぼすべての項目で回答が得られ，
「答えられない」「わかりにくい」等のコメントは殆ど
なかった。３歳未満児のクラス担任だけでなく，３歳以
上児クラスの担任や主任等からも同様の回答が得られた
ことから，評価項目の記述や選定は適切であったと考え
られる。
　質問紙の構成要素を検討するために因子分析を行った
結果，「外部の関与と計画評価」「保育者の関わりと子ど
もの状況」「物的環境と空間・機会」の３因子が見出さ
れた。これら３つの因子は，それぞれ正の相関が見られた。
特に遊具や空間などの「物的環境」や「保育者の関わり」
は，「外部の関与や保育計画」の因子と強く関連していた。
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第三者である外部者と関与することや，保育の計画・記
録が，物的環境や保育者の関わりである人的環境（内部）
の保育実践と関連していることが見出された。
　担当クラスと各因子，経験年数と各因子とは，有意な
関連を見出すことはできなかった。しかし，保護者に関
する項目では経験年数と関連する傾向があったことから，
さらに詳細に検討することが必要だろう。
　今後の課題は，以下のとおりである。
⑴�　本調査は，３歳未満である幼児初期の「身体活動に

関わる保育環境」の構成要因を検討するための試行調
査としての位置づけであったため，さらに人数を増や

して調査を実施し，詳細な分析を行うことが必要である。
⑵�　「３歳未満児クラスの保育」を念頭に３歳以上児ク

ラス担当を含めたすべての保育者に回答してもらった
が，３歳未満児の身体活動環境の実態と課題を明らか
にするためには，３歳以上児の身体活動環境と比較し
て保育環境の共通点や，年齢クラス等によって異なる
点を明らかにすることが求められる。

⑶�　実際の保育の中で身体活動の特徴を反映する項目や
保育実践以外の項目も検討し，評価項目を精緻化する
ことが求められる。

　以上３点の課題に関し，今後検討を重ねて，乳幼児の

表４�　「身体活動に関わる保育環境尺度（試行版）」の因子分析結果と各項目平均（プロマックス回転）

項　　　　　目 項目平均（標準偏差）
因子

１ ２ ３

第１因子：外部の関与と計画評価（12項目）［α＝.91］ 2.62（.500）

専門家の支援を得た発達についての評価・計画 2.83（.834） 　.905 －.086 －.148
専門家を含む全ての人の評価，計画のプ口セス関与 2.20（.904） 　.811 －.127 －.162
身体発達，関心やニーズの評価に応じた計画とその活用 2.79（.498） 　.771 －.019 .053
身体活動と健康に関する保護者との情報共有 2.58（.633） 　.734 －.103 .037
体の動きに関する専門機関へ助言依頼 2.77（.831） 　.690 　.165 －.130
微細運動・粗大運動スキルの発達の記録と観察 2.44（.925） 　.658 　.056 .079
身体遊び中の子どもたちのやりとりの記録 2.77（.697） 　.653 　.187 －.089
身体発達評価と力リキュラムや発達指標との関連づけ 2.79（.567） 　.631 　.346 .035
興味・関心に応じた内容や設定の構成・再構成 2.79（.532） 　.556 　.206 .152
保護者との情報を計画に反映 2.38（.686） 　.547 　.069 －.032
プログラム評価のために保護者の考えを定期的な依頼 2.00（.707） 　.497 －.255 .247
保護者への意思確認，外部の専門機関照会への共同判断 2.82（.740） 　.432 　.385 .060

第２因子：保育者の関わりと子どもの状況（９項目）［α＝.91］ 3.18（.458）

遊びを肯定的にとらえた保育者のやりとり 3.22（.538） －.121 1.043 －0.203
動きの獲得や遊びの挑戦への援助 3.31（.605） －.062 　.870 －.330
微細運動スキルの発達を促す支援 3.06（.627） 　.045 　.744 .118
活発に身体を動かす適切な遊びの主導 3.11（.599） －.001 　.744 .077
粗大運動スキルの発達を促す支援 3.17（.575） 　.162 　.712 －.062
発達にふさわしい体を動かす経験の計画 3.06（.564） 　.021 　.590 .247
十分に体を動かす 3.06（.627） －.148 　.577 .305
身体を動かす遊びへの励まし 3.35（.619） －.030 　.502 .027
安全確保の見守り 3.33（.614） 　.192 　.459 .134

第３因子：物的環境と空間・機会（９項目）［α＝.83］ 2.74（.504）

戸外に出易い空間 3.00（.962） －.012 －.070 .814
遊びや場所の選択【園庭・戸外】 2.69（.858） －.250 　.029 .796
粗大運動遊びで占有できる場【戸外】 2.35（.075） 　.233 －.185 .598
適切な設備や遊具（固定，移動），教材の使用 2.67（.668） 　.045 　.043 .568
指先を使った遊びがじっくりできる場 2.40（.735） 　.049 　.102 .538
遊具や材料，遊びの選択と主体的な取り組み 2.87（.584） －.027 　.356 .516
園舎の有効的な空間活用 2.89（.685） 　.008 －.119 .500
道具や遊具を体系化した構成【屋内・戸外】 2.51（.674） 　.283 －.116 .485
戸外での遊びや散歩の機会 3.58（.599） －.268 　.121 .431

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅰ 　.579 .438
Ⅱ 　.579 .394
Ⅲ 　.438 　.394
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「身体活動に関わる保育環境尺度」の作成の実現を目指
したい。
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